
令和３年度第３回補正予算（６月補正予算）に計上した事業

国県補助金
地方創生

臨時交付金
一般財源

1 5,000 5,000

2 10,000 10,000

3 3,750 2,810 940

4 61,843 61,843

80,593 64,653 10,000 5,940

※上記の№は、次ページ以降の№に対応しています。

基幹バス路線（高遠線）運行維持費補助
事業

企画政策課

　伊那市でも新型コロナウイルスワクチンの接種を開始しましたが、全国的には新型コロナウイ
ルス感染拡大が収束しない状況が続いております。
　そのような状況を踏まえ、伊那市コロナ対策第１５弾では、国の制度を有効に活用しながら、低
所得の子育て世帯への支援を強化するとともに、若者の帰省時のPCR検査等の受検費用支援
や基幹路線バスの運行支援を行います。

　　　◎伊那市 新型コロナウイルス感染症対策予算　第１５弾（令和３年度第４弾）

№ 事業費

財源

　予算規模：８０，５９３千円　.

（単位：千円）

事業名 主管課

地域公共交通の運行維持、低所得の子育て世帯への支援、
若者の帰省時の検査支援を実施します。

新型コロナウイルス対策　第１５弾　合計

（国）子育て世帯生活支援特別給付金事
業　（低所得世帯対象）

子育て支援課

伊那市に帰省する若者の感染症検査費用
補助事業

健康推進課

（国）子ども食堂等運営団体支援事業 子育て支援課
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№ 1

（事業概要）

予算：　5,000千円

5,000 千円 市単独事業 主管 企画政策課

№ 2

（事業概要）

10,000 千円 市単独事業 主管 健康推進課

　　　①平成11年４月２日から平成18年４月１日までに生まれた方

対象検査：　令和３年７月１日から令和３年９月30日までの間で、帰省前１週間以内に受検
　　　　　　　したPCR検査か抗原定量検査（期間中に１人１回限りです。）

基幹バス路線である「高遠線」の運行を支援します

区分歳出予算額

歳出予算額 区分

帰省する若者のPCR検査等の費用を補助します

　ジェイアールバス関東株式会社が運行する「高遠線」は、市民の移動において重要なバス路
線ですが、コロナ禍により利用者が減少しており収益が悪化しているため、基幹バス路線である
「高遠線」の運行を支援します。

対象者：　次のいずれかに該当する方

予算：　10,000千円

　県外に居住する若者が帰省する際に受検するPCR検査等の費用の一部を補助します。

補助上限額：　　PCR検査：　10,000円　、　抗原定量検査：　7,500円

　　　②大学生、大学院生、短期大学生、専修学校生、予備校生、高校生

2



№ 3

（事業概要）

委託概要：　令和３年７月から四半期単位で業務を委託

3,750 千円 国3/4 主管 子育て支援課

№ 4

（事業概要）

61,843 千円 国10/10 主管 子育て支援課区分

（国）子ども食堂及びフードバンク事業の充実を図ります

予算：　3,750千円　（1,250千円/期×３期）

区分歳出予算額

　国の制度に基づき、低所得の子育て世帯に「子育て世帯生活支援特別給付金」を支給しま
す。
　なお、ひとり親世帯への支給は既に始まっています。

対象者：　既に当給付金を支給した「ひとり親世帯」を除き、次のいずれかに該当する方

歳出予算額

　　①令和３年４月の児童手当又は特別児童扶養手当の受給者のうち、令和３年度分
　　　 の住民税均等割が非課税の方

　国の「つながりの場づくり緊急支援事業」を活用し、コロナ禍において「子ども食堂」に取り組む
団体を支援することで、子どもが安心できる居場所や、食事の提供を充実します。
　また、子ども食堂等へ食材を提供するシステムとして、市民、地域や企業に協力いただきなが
ら、地域と連携した「フードバンクシステム」の構築を図ります。
　なお、当該事業は、伊那市社会福祉協議会への委託事業として実施します。

委託先：　伊那市社会福祉協議会

（国）低所得世帯に「子育て世帯生活支援特別給付金」を支給します

　　・子ども食堂の運営に対する財政的支援

　　・地域と連携したフードバンクシステムの構築

支給概要：　児童１人当たり　50,000円

予算：　61,843千円　（50,000円×1,146人+事務費）

　　②対象児童（18歳年度末までの子、障害児は20歳未満）の養育者で、次のいずれ
　　　 かに該当する方
　
　　　・令和３年度分の住民税均等割が非課税の方
　　　・コロナ感染拡大の影響を受けて家計が急変し、令和３年度分の住民税均等割が
　　　　非課税である方と同様の事情が認められる方（家計急変者）
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